
2012年6月12日 JICA 「図解思考」を用いた国際コミュニケーション力の向上

目からウロコ

非常に楽しかった。 自分の仕事を上から見られ
るので、とても良い方法だ。

より学ぶべきポイントがはっきりした。

欧米人は図をつくってあげると喜
びます。日本人のコミュニケー
ション不足を補ってくれるツール。仕事と職場の関係を図式化するこ

とは考えてもみなかった。画期的。 相当文章を極めた人の
結論という気がする。

楽しく聞かせて頂きました。常々書こうと思っていたことを
研修でやってもらってよかった。

自己紹介で「私のミッション」を持って行くと、
引き締まった会話ができるような気がする。
「図解」の力は想像以上のものがありそうだ。

現地に赴任したら、図解を用いた
議論をすすめていこうと思います。

以前ご著書を拝読しておりましたが、手を動かし
てみないと分からないものでした。必ず、赴任まで
に、今日の課題を完成させることを誓います。作文で上司から怒られ続けてきたので安心し

ました。これから図解の考え方を参考にします。

c/pについて、言葉で説明するよりも容易であると思われ
る。プロジェクト終了後のc/pの将来性など目に見える。

ブレインストーミングとして、全体の構造
を考える上でも、役立つと考えられる。 「私」を中心に描くことで、広

い視点で眺めることができた。

頭の中が整理できた。


